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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

2019 年より開始した総合周産期母子医療センターの医療機器管理を ME センターが行っている。NICU

で保有している閉鎖式保育器10台については薬機法で高度管理医療機器及び特定保守管理医療機器に

指定されており、年に 1 回の保守点検が義務付けられ、ライセンスを取得した専門スタッフ、または

メーカーで施行する必要がある。昨年度、コロナ禍において、メーカーの立ち入り規制が長引いたり、

メーカー側の感染状況の影響を受け、早急なメンテナンス対応が困難な事例を経験したため、臨床工

学技士が保守メンテナンスを実施できるようライセンス取得を目指す。 

 

②方  法 

アトムメディカル株式会社主催のウェブ研修と、院内開催の保守点検講習を受講後試験を受験しラ

イセンスを取得する。 

 

③成  果 

アトムメディカル株式会社主催のウェブ研修終了、及び院内開催の保守点検講習を受講した。また、

講習受講後の試験を受験・合格し、ライセンスを取得した。以前は周産期母子センターME 所属の当該

ライセンス保持者 1 名であったが、今回の講習会受講によりライセンス保持者が 3 名となった。これ

により、今までよりも速やかに院内の閉鎖式保育器の保守メンテナンスが行えるようになった。 


